ポーズの持続時間と知覚との関連について
渡辺美知子
これまで、100msec以上の長さのポーズで挟まれた連続発話（IPU）を分析単位として、講義音声におけるフィラーの分布を調べてきた。しかし、このポーズの閾値に関して、「同じ100msでも、話者や出現位置によってその意味が違う。それを、一律に100msに設定してしまって良いのか？」という批判を受けた。そこで、１のような研究課題のもとに、２のような方法で実験を行ない、３のような結果が得られた。

１．研究課題

(1)ポーズはどのぐらいの長さがあれば、ポーズと知覚されるのか。

(2)その値は話速の影響を受けるか。

(3) 話速の影響があるとすれば、それは、話者のglobalな話速の影響なのか、それともポーズ直前の話速の影響なのか。

２．方法

(1)話速の異なる3種類の講義音声の一部（1サンプル約30秒）を10名の日本語母語話者に聞かせ、かな表記で文字に起こされたスクリプトの、ポーズ（間、区切れ目）と聞こえる箇所に斜線を入れてもらう。

(2)ポーズ長とポーズと聞いた人数との関係を話者別、直前の話速別に調べる。

３．結果

(1)275msec以上の無音区間は、話者、直前の話速の別なく、10名中8名以上の聞き手がポーズと認めた。

(2)言い直しの前や、語中のポーズは、かなり長くてもポーズと知覚されにくい。

(3)フィラーや、句末の母音が引き伸ばされた後のポーズは、短くても（なくても）ポーズと知覚される傾向がある。

(4)話者によって、知覚されたポーズの分布の傾きに顕著な違いはない。

(5)7人以上の聞き手が、常にポーズがあると知覚するようになる無音区間の最小値は、話者3名中2名で、各話者の平均モーラ長にほぼ一致する。
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